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研究成果の概要（和文）：本申請では、色の変色による六価クロム等の重金属類の高感度な簡易分析法の開発を
目的に研究を行ってきた。具体的には、水/プロパノール/フタル酸ジメチルの混合系による相分離により生成す
る微小体積の析出相にジフェニルカルバジドによる六価クロムの発色体の高効率分離・濃縮系を用いた六価クロ
ムの高感度比色分析法を構築する。さらに、あらかじめ、本反応系において試料濃度に対しての銅イオンを添加
することで変色数による六価クロムの目視濃度測定法を検討した。

研究成果の概要（英文）：In this application, we developed a sensitive and simple analysis method for
 heavy metals such as hexavalent chromium due to color change.
Specifically, a highly sensitive colorimetric analytical method of hexavalent chromium is 
constructed by using phase separation with a mixed system of water / propanol / dimethyl phthalate.
Furthermore, the visual density measurement method of hexavalent chromium by the color change number
 was examined by adding copper ion in this reaction system.

研究分野：分析化学、環境化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
水/プロパノール/フタル酸ジメチルの混合系による相分離により六価クロムの高効率な分離・濃縮およびこの濃
縮分離系を用いた六価クロムの高感度分析が可能であることを明らかにした。また、本法を国内の地下水の定量
へ応用したところ良好な結果を得ることができた。さらに、本反応系に銅イオンを添加すると、試料濃度に対し
て一定の比率で変色の有無の制御を行うことができることを見出し、変色数による六価クロムの目視濃度測定法
に関する知見を得ることができた。六価クロム等の重金属類の高感度かつ簡便な分析法の開発は、資金・時間・
人材が限られた現代社会において意義の高いものであり、本成果の貢献が期待できる。
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１．研究開始当初の背景 
六価クロム等の重金属類による水質汚染は発展途上国における問題の一つである。通常の
重金属類の分析は ICP等の機器分析で行うことが主流であるが装置の導入・維持等で多大
なコストを有する。一方、呈色試薬で発色させその色の濃淡から濃度を測定する比色法は、
コストパフォーマンスに優れた手法であるが、分析感度が不十分である。そのため、重金
属類の高感度かつ簡便な分析法の開発は、資金・時間・人材が限られた途上国において意
義の高いものである。 
 
２．研究の目的 
本申請では、色の変色による六価クロム等の重金属類の高感度な簡易分析法の開発を行う。 
 
３．研究の方法 
水/極性有機溶媒/有機溶媒系の相分離現象は微小な有機溶媒の液滴相を析出することから、こ
の相分離現象により重金属類の発色体を分離濃縮することが可能であるため、濃縮した析出相
の色の変化から、重金属類の濃度を目視判定する手法を構築する。 
 
４．研究成果 
水/プロパノール/フタル酸ジメチルの混合系による相分離により 生成する微小体積の析
出相にジフェニルカルバジドによる六価クロムの発色体が高効率で分離・濃縮されること
を見出し、この分離濃縮系を用いた六価クロムの 高感度比色分析法を構築することができ
た(図 1)。また、本法に対する各種共存物質の影響を調べ、
妨害物の低減を検討した所、一般的なキレート剤であるエ
チレンジ アミン四酢酸(EDTA)を添加することで、共存す
る他の金属イオンによる影響を低減できることを明らかに
することができた。さらに、本法を既知量の六価クロム を
添加した実際の国内の地下水の定量へ応用したところ良好
な結果を得ることができた。これらの成果から、本研究に
より、六価クロムの比色法の高感度化を達成することがで
きた。さらに、あらかじめ、本反応系において試料濃度に
対しての銅イオンを添加すると、試料濃度に対して一定の
比率で変色の有無の制御を行うことができることを見出し、
変色数による六価クロムの目視濃度測定法に関する知見を
得ることができた。 
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図 1 本法による比色分析の増感 
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